
市
川
／
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
先
日
、
長
崎

で
行
わ
れ
た
列
福
式
に
出
席
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
翌
日
に
原
城
を
訪
れ
る
と
、
日
本
で
も

有
数
の
司
教
が
、
や
は
り
原
城
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
人
が
そ
う
考
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

宗
教
一
揆
を
否
定
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
に

「
一
回
宗
教
替
え
を
し
た
」
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
い
っ
た
ん
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
捨
て

た
け
れ
ど
、
乱
に
乗
じ
て
再
度
キ
リ
シ
タ
ン

に
立
ち
帰
っ
た
と
い
う
説
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
地
域
を
ま
と
め
て

い
た
庄
屋
は
、
た
い
て

い
が
有
馬
の
遺
臣
た
ち

で
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
学

ん
だ
信
仰
深
い
キ
リ
シ

タ
ン
だ
っ
た
。
松
倉
重

政
父
子
は
、
庄
屋
に
命

じ
て
禁
教
を
行
い
ま
し

た
が
、
庄
屋
は
「
う
ち

の
村
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
な
ん
て
お
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
続
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
地
下

で
は
信
仰
を
守
り
通
し
た
わ
け
で
、
一
度
も

棄
教
な
ど
し
て
い
な
い
ん
で
す
。

原
城
、
南
島
原
、
長
崎
、

日
本
の
こ
れ
か
ら

市
長
／
連
載
は
１
年
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

市
川
／
ぜ
ひ
、
ド
ラ
マ
や
映
画
、
舞
台
な
ど

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
原
城
が
映
像

化
さ
れ
る
と
ど
う
し
て
も
暗
い
イ
メ
ー
ジ
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
静
謐
な
祈
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、「
有
馬
の
繁
栄
」

を
荘
厳
に
再
現
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま

す
。

市
長
／
日
野
江
城
か
ら
原
城
ま
で
朱
橋
が
か

か
っ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が

市
川
／
そ
の
説
も
採
用
す
る
予
定
で
す
。
と

て
も
夢
が
あ
る
説
で
す
し
。

市
長
／
今
年
の
長
崎
県
は
、大
河
ド
ラ
マ「
龍

馬
伝
」
に
加
え
、
先
生
の
「
幻
日 

原
城
攻

防
絵
図
」
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

な
年
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。
龍
馬
伝
が
終
わ

る
23
年
に
は
、
映
像
化
。
原
城
が
日
本
を
席

捲
す
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

こ
の
地
に
残
る

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
は
す
ば
ら
し
い

市
長
／
最
後
に
、
市
川
さ
ん
か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

市
川
／
虚
構
が
現
実
を
凌
駕
す
る
奇
跡
が
こ

の
有
馬
の
地
で
は
起
こ
り
ま
し
た
。
現
実
を

幕
府
軍
と
す
れ
ば
、
幻
想
が
一
揆
軍
で
す
。

こ
れ
は
「
現
実
」
対
「
幻
想
」
の
一
大
叙
事

詩
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
凄
く
て
悲
し
い
戦

い
が
こ
の
地
で
展
開
し
た
こ
と
に
、
地
元
の

み
な
さ
ん
は
大
き
な
誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
し
、
そ
の
誇
り
が
、
さ
ら
な
る
原
城

の
発
掘
と
、将
来
的
に
は
、原
城
や
日
野
江
城
、

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
復
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
想
像
力
の
凄
さ
、
実
現
し
な
か
っ
た

夢
の
哀
し
さ
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
よ
り
一
足
先

に
、
小
説
の
か
た
ち
で
復
元
し
て
み
ま
す
。

　

１
５
６
３
年
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
り
、
口
之

津
で
キ
リ
ス
ト
教
が
布
教
さ
れ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
が

人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
墓

碑
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
、
埋
葬
の
風
習
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　
『
１
６
３
分
の
86
』。
こ
の
数
字
が
何
を
意
味
す
る
か
お
わ
か

り
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
、
全
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
の
数
に

対
す
る
南
島
原
の
墓
碑
の
数
で
す
。

　

現
在
、
全
国
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
は
、
１
６
３
基
で
す
。

そ
の
う
ち
、
南
島
原
市
に
あ
る
墓
碑
の
数
は
86
基
。
全
国
の
半

数
が
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前

回
（
11
月
号
。C

H
A
PTER

15
）
で
詳
し
く
お
伝
え
し
た
西
有

家
町
の
「
吉
利
支
丹
墓
碑
」
だ
け
が
、
１
６
３
基
の
う
ち
、
た

だ
１
基
、
国
指
定
史
跡
と
し
て
指
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
南
島
原
市
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン

墓
碑
が
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
い
理
由
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
当
時
、
南
島
原
市
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
信
仰
す
る
人
が
多
く
、
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
は
、
墓
碑
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
形
や
、

彫
ら
れ
て
い
る
模
様
が
異
な
り
ま
す
。
一
度
、
南
島
原
市
の
大

切
な
宝
も
の
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
を
巡
る
旅
へ
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

キリシタン墓碑には珍しく、埋葬人の洗礼名、
名前、死亡年月日が刻まれている。
文化財の観点からも貴重な墓碑。

県指定のうち１基は、カルワリオ十字架紋が
正面軸部に刻まれ、文様、形式とも美しい。
背面中央に、十字架を立て、固定するための
小穴がある。

県指定墓碑のうち、１基は、花十字紋入り箱
型。背面中央に方形のくぼみがあり、その中
に花十字紋が大きく浮彫りされている。
明治35年郷土史家に発見されたもので、そ
の後の県下キリシタン墓碑発見の発端となっ
た記念すべき墓碑。

無紋無銘の樽型のキリシタン墓碑。
ヨーロッパに現存する樽型墓石（※）と同形式
の数少ない墓碑。
※平たい長方形の石の上に、ブドウ酒樽を横
　たえた形の一本石からなる墓石のこと。

１５８８年から約７年間、修道士の養成学校
セミナリヨのあったとされる八良尾へ集めら
れた墓碑。
2 基は台付で非常に珍しく、１基は切妻寝棺
型で正面に花十字紋が刻まれている。

加津佐川沿いの共同墓地の中にある墓碑。
そのうちの 1 基は｢る井す｣の墓といわれて
いる。｢塵長十八年 月二日 年二十九 石村寸｣
と刻まれている。

せ
い
ひ
つ

そ
う
ご
ん

せ
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け
ん

り
ょ
う
が
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き
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ぼ
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ま
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そ
う

あ
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し
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え
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ょ
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市川
壮大な原城、有馬の歴史に
もっと誇りを持ってもらいたい。
市長
今年は、原城が長崎を、そして日本を席捲する。
そんな予感がします。今からわくわくしますね。

市川
壮大な原城、有馬の歴史に
もっと誇りを持ってもらいたい。
市長
今年は、原城が長崎を、そして日本を席捲する。
そんな予感がします。今からわくわくしますね。

＊
泫  

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
の
数
は
現
在
も
調
査
中
で
あ
り
、

　
　

  

今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

DVD（脚本）・書籍
ビル屋上のプレハブ小屋
で生活する兄貴分の小暮
修と弟分の乾亨は、探偵
事務所のしがない調査員。
切ないまでに突っ走る若
者の生態を、生々しく描
き切った、不朽の名作。

■ 傷だらけの天使

書籍
「蝶々婦人」は実在した。
文明開化の未来を信じて
生きた聡明な少女の数奇
な人生を描く感動の超大
作。そして、アメリカ海
軍士官との命を懸けた大
恋愛の行き着く先は。
オペラ「マダム・バタフ
ライ」はなぜ生まれたの
か。激動の結末！！

■ 蝶々さん

書籍
長崎奉行の遠山景晋・金
四郎親子が外国との交易、
町の治安に奔走する痛快
歴史ロマン。

■ 夢暦長崎奉行

DVD（脚本）
愛しい古賀十二郎の誘い
に、丸山芸者愛八の胸は
張り裂けんばかりに高
鳴った－。歌と恋と無償
の愛に一途に生きた女の
物語。直木賞受賞の同タ
イトル小説の映画化。

■ 長崎ぶらぶら節

併せて、見たい・読みたい
市川森一氏の作品群
各書店などでお求めになれるほか、
各図書館で借りることができます。

子どもたちにもわかるよう“ふりがな”、“簡単な言葉”で紹介しています。

CHAPTER.16

井出口（深江）キリシタン墓碑
（８基）

布津町キリシタン墓碑群
（８基。うち６基県指定）

有家町中須川のキリシタン墓碑
（４基。うち２基県指定）

南有馬町吉川のキリシタン墓碑
（２基。うち１基県指定）

北有馬町西正寺（八良尾）のキリシタン墓碑
（４基。うち３基県指定） 加津佐町須崎のキリシタン墓碑

（６基。うち３基県指定）

市
内
に
点
在
す
る

　
　
　
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

吉利支丹墓碑 Christian Tombstone
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